
トーホクのタカナ栽培方法 
1.作物特性  

タカナはアブラナ科植物で、分類学的にはカラシナと同じ種類

に属します。多くは漬け物用に利用されていますが、九州では

煮物などにも利用されている「かつお菜」や、炒め物に利用す

る「子持ちたか菜」など、様々な品種があります。栽培的には

難しい点は少なく、地方色豊かな野菜を手軽に楽しむことの

できる品目です。 

 

2.畑の準備  

 
 

3.タネまき  

一般的には株間 30cm で

点まきしますが、すじまきに

して間引き苗を利用しなが

ら最終的に株間 30cm に

することも可能です。点まき

の場合、1カ所に4～5粒、約１cmの深さにタネをまきます。 

 

4.栽培管理・収穫 

本葉 3～4 枚までに数回に分けて間引きし、最後の間引き

時に化成肥料を 1 ㎡当たり 80g 追肥して、株元に土を寄せ

ます。一定の大きさになったら下葉から順に株元から葉を折っ

て収穫することもできます。 

 

子持ちたか菜は葉の付け根

から出る蕾の塊をつけ根から

折り取るように収穫します。 

 

 

 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

  

発芽適温：20～25℃   生育適温：10～20℃ 

土壌酸度：pH6.0～6.5 連作障害；1～2 年あける 

 


